
政

令

省

令

告

示

平成™˜年œ月˜œ日 金曜日 第œ—�—号官 報

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十

八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
九
月
十
一
日
執
行

の
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
北
関
東
選
挙
区
に
お

け
る
欠
員
に
よ
る
繰
上
補
充
の
選
挙
会
の
場
所
及
び
日
時

を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

坂
田

桂
三

場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二
号

中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館
内

総
務
省

日
時

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

午
前
十
一
時

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

二
六
〇
九

二
一
、

四
、
二
四

佐
伯

直
輝

二
六
一
〇

二
一
、

四
、
二
四

吉
田

俊
雄

二
六
一
一

二
一
、

四
、
二
四

熊
野

雄
平

二
六
一
二

二
一
、

四
、
二
四

花
田

順
正

二
六
一
三

二
一
、

四
、
二
四

松
永

貴
之

二
六
一
四

二
一
、

四
、
二
四

坂
本
嘉
一
郎

二
六
一
五

二
一
、

四
、
二
四

内
藤

昌
史

二
六
一
六

二
一
、

四
、
二
四

坂
水

秀
行

二
六
一
七

二
一
、

四
、
二
四

新
田

正
弘

二
六
一
八

二
一
、

四
、
二
四

神
田

洋
一

二
六
一
九

二
一
、

四
、
二
四

鍛
治

敏
弘

二
六
二
〇

二
一
、

四
、
二
四

坪
井

祐
一

二
六
二
一

二
一
、

四
、
二
四

山
下

武

二
六
二
二

二
一
、

四
、
二
四

岩
’

哲
正

二
六
二
三

二
一
、

四
、
二
四

津
田

昌
宏

二
六
二
四

二
一
、

四
、
二
四

藤
澤

有
香

二
六
二
五

二
一
、

四
、
二
四

金
森

岳
司

二
六
二
六

二
一
、

四
、
二
四

水
谷

重
和

二
六
二
七

二
一
、

四
、
二
四

富
樫

覓

二
六
二
八

二
一
、

四
、
二
四

瀬
戸

順
一

二
六
二
九

二
一
、

四
、
二
四

@
坂

春
行

二
六
三
〇

二
一
、

四
、
二
四

佐
々
木

進

二
六
三
一

二
一
、

四
、
二
四

下
平

明
美

二
六
三
二

二
一
、

四
、
二
四

市
川

公
一

二
六
三
三

二
一
、

四
、
二
四

濱
口

大
輔

二
六
三
四

二
一
、

四
、
二
四

飯
塚

明
浩

二
六
三
五

二
一
、

四
、
二
四

ˆ
井

真
一

二
六
三
六

二
一
、

四
、
二
四

熊
野
留
美
子

二
六
三
七

二
一
、

四
、
二
四

佐
藤

宣
夫

二
六
三
八

二
一
、

四
、
二
四

橋
口

玲

二
六
三
九

二
一
、

四
、
二
四

石
瀬

真
実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
五
号

仙
台
市
青
葉
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
五
日
ま
で
に
、
同
区
長
に

対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
七
号

新
潟
県
上
越
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日法

務
大
臣

森

英
介

新
潟
県
上
越
市
五
智
三
丁
目
六
百
十
五
番
地
十
三

木
南

ˆ
雄

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
三
十
七
号

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
三
十
条
第
二
項
（
同
法
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

光
学
的
方
法
（
波
長
が
四
百
五
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の

レ
ー
ザ
ー
光
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
基
準
に
従
う
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
、

特
定
の
標
本
化
周
波
数
で
ア
ナ
ロ
グ
デ
ジ
タ
ル
変
換

が
行
わ
れ
た
影
像
又
は
い
ず
れ
の
標
本
化
周
波
数
に

よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
ア
ナ
ロ
グ
デ
ジ
タ
ル

変
換
が
行
わ
れ
た
影
像
を
、
直
径
が
百
二
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
（
レ
ー
ザ
ー
光
が
照
射
さ

れ
る
面
か
ら
記
録
層
ま
で
の
距
離
が
〇
・
一
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
前
号
ロ
に
該

当
す
る
も
の
に
連
続
し
て
固
定
す
る
機
能
を
有
す
る

機
器附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
著
作
権
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い

う
。）第
一
条
第
二
項
又
は
第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定

は
、
新
令
第
一
条
第
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）に
規
定
す
る
機
器
又
は
当
該
機
器
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
方
式
の
録
画
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
録
音
及
び
録
画
を

含
む
。）の
用
に
供
さ
れ
る
同
号
に
規
定
す
る
光
デ
ィ
ス

ク
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
の
購
入
（
小
売
に

供
さ
れ
た
後
の
最
初
の
購
入
に
限
る
。）に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
四
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
一
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
著
作

権
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

著
作
権
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

著
作
権
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
文
部
省
令
第
二

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「（
第
一
条
）」を
「
及
び
影
像
の
固
定
に
用
い
る

光
学
的
方
法
に
係
る
基
準（
第
一
条
・
第
一
条
の
二
）」に
、

「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
一
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
章

音
の
信
号
に
係
る
接
続
の
方
法
及
び
影

像
の
固
定
に
用
い
る
光
学
的
方
法
に
係

る
基
準

第
一
条
中
「
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
。」

を
削
り
、「
第
一
条
」
を
「
第
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
を
第
一
条
の
三
と
す
る
。

第
一
章
中
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
影
像
の
固
定
に
用
い
る
光
学
的
方
法
に
係
る
基
準
）

第
一
条
の
二

令
第
一
条
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、標
準
的
な
室
内
環
境
に
お
い
て
、

波
長
が
四
百
五
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ザ
ー
光
を
開
口

数
が
〇
・
八
五
の
対
物
レ
ン
ズ
を
通
し
て
照
射
す
る
こ

と
と
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
三
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
施

行
す
る
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、青
葉
区
役
所
又
は
仙
台
法
務
局
に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日法

務
大
臣

森

英
介

仙
台
市
八
幡
町
六
十
三
番
地

伊
藤

實

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
六
号

愛
知
県
春
日
井
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次

に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
五
日
ま
で
に
、

同
市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
春
日
井
市
役
所
又
は
名
古
屋
法
務
局
春
日
井
支
局

に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日法

務
大
臣

森

英
介

愛
知
県
東
春
日
井
郡
篠
木
村
大
字
八
幡
甲
四
十
八
番
戸

波
多
野
房
次
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